
京都市地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例の一部を改正する条例（平

成２３年６月１０日京都市条例第  号）（都市計画局建築指導部建築指導課） 

１ 京都都市計画（京都国際文化観光都市建設計画）有隣元学区地区地区計画が決定さ

れ，この地区計画の区域の地区整備計画が定められたことに伴い，次のとおり当該区

域内における建築物の用途に関する制限を定めることとしました。 

制         限 計画地区の名称 

（適用区域） 事  項   内     容 

有隣元学区Ａ地

区 

建築物の用

途の制限 

建築してはならない建築物 

  風俗営業，店舗型性風俗特殊営業又は店舗型電

話異性紹介営業の用に供するもの 

  建築基準法（以下「法」という。）別表第２（ほ）

項第２号及び第３号に掲げる建築物 

  床面積（床，壁又は戸で１の住戸として区画さ

れた部分の床面積をいう。次項において同じ。）

が４０平方メートル以上である住戸の数が住戸

の総数の３分の２未満である共同住宅 

  倉庫業を営む倉庫 

  自動車車庫で次のいずれかに該当するもの。た

だし，建築物に付属するもので，床面積の合計が

同一敷地内にある建築物（自動車車庫の用途に供

する部分を除く。）の延べ面積の合計を超えない

ものを除く。 

ア 床面積の合計が３００平方メートルを超え

るもの 

イ ３階以上の部分にあるもの 

ウ 地盤面からの高さが１０メートルを超える

部分にあるもの 

有隣元学区Ｂ地

区 

建築物の用

途の制限 

建築してはならない建築物 

  風俗営業，店舗型性風俗特殊営業又は店舗型電

９



 

話異性紹介営業の用に供するもの 

    法別表第２（ほ）項第２号及び第３号に掲げる

建築物 

  床面積が４０平方メートル以上である住戸の

数が住戸の総数の３分の２未満である共同住宅 

  倉庫業を営む倉庫 

２ 京都都市計画（京都国際文化観光都市建設計画）西京桂坂地区計画が変更され，新

たに桂坂第２４地区として区分された区域において地区整備計画が定められたこと

に伴い，次のとおり当該区域内における建築物の用途，敷地及び位置に関する制限を

定めることとしました。 

制         限 計画地区の名称 

（適用区域） 事  項   内     容 

建築物の用

途の制限 

建築することができる建築物 

  １戸建て専用住宅 

  診療所 

  巡査派出所等 

  集会所 

  前各号の建築物に付属するもの（建築基準法施

行令（以下「令」という。）第１３０条の５に規

定するものを除く。） 

桂坂第２４地区 

建築物の敷

地面積の最

低限度 

１５０平方メートル 

  壁面の位置

の制限 

敷地境界線までの距離の最低限度 道路の境界線に

あっては１．５メートル，隣地境界線にあっては１．

２メートル。ただし，次に掲げるものについては，

この限りでない。 

  地階で地盤面上１メートル以下にある部分 

  自動車車庫の用途に供する建築物又はその部 



 

  分で，地盤面からの高さが３メートル以下であ 

り，かつ，外壁を有しないもの 

  敷地境界線までの距離の最低限度に満たない

距離にある１若しくは２以上の建築物又はその

部分で，次のいずれにも該当するもの 

ア 物置の用途に供するものであること。 

イ 地盤面からの高さが３メートル以下である

こと。 

ウ 床面積の合計が５平方メートル以内である

こと。 

備考１ 診療所には，住宅を兼ねるものを含む。 

２ 「巡査派出所等」とは，巡査派出所，公衆電話所及び令第１３０条の４に規 

定する公益上必要な建築物をいう。 

  この条例は，平成２３年６月１０日から施行することとしました。 



 

京都市地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例の一部を改正する条例

を公布する。 

  平成２３年６月１０日 

京都市長  門 川 大 作 

京都市条例第  号 

   京都市地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例の一部を改正す 

   る条例 

京都市地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例の一部を次のように改正

する。 

別表第１四条通Ｂ地区の項の次に次の２項を加える。 

有隣元学区Ａ

地区 

京都都市計画（京都国際文化観光都市建設計画）有隣元学区地区地

区計画（以下「有隣元学区地区地区計画」という。）の区域のうち，

地区整備計画においてＡ地区として区分された区域 

有隣元学区Ｂ

地区 

有隣元学区地区地区計画の区域のうち，地区整備計画においてＢ地

区として区分された区域 

別表第１桂坂かえで地区の項の次に次の１項を加える。 

桂坂第２４地

区 

桂坂地区計画の区域のうち，地区整備計画において桂坂第２４地区

として区分された区域 

別表第２四条通Ｂ地区の項の次に次の２項を加える。 

有隣元学区Ａ

地区 

 

建築物の用途の

制限 

建築してはならない建築物 

  風俗営業，店舗型性風俗特殊営業又は店舗型電

話異性紹介営業の用に供するもの 

  法別表第２（ほ）項第２号及び第３号に掲げる

建築物 

  床面積（床，壁又は戸で１の住戸として区画さ

れた部分の床面積をいう。次項において同じ。）

が４０平方メートル以上である住戸の数が住戸

の総数の３分の２未満である共同住宅 

  倉庫業を営む倉庫 

９



 

  自動車車庫で次のいずれかに該当するもの。た

だし，建築物に付属するもので，床面積の合計が

同一敷地内にある建築物（自動車車庫の用途に供

する部分を除く。）の延べ面積の合計を超えない

ものを除く。 

ア 床面積の合計が３００平方メートルを超え

るもの 

イ ３階以上の部分にあるもの 

ウ 地盤面からの高さが１０メートルを超える

部分にあるもの 

有隣元学区Ｂ

地区 

建築物の用途の

制限 

建築してはならない建築物 

  風俗営業，店舗型性風俗特殊営業又は店舗型電

話異性紹介営業の用に供するもの 

  法別表第２（ほ）項第２号及び第３号に掲げる

建築物 

  床面積が４０平方メートル以上である住戸の

数が住戸の総数の３分の２未満である共同住宅 

  倉庫業を営む倉庫 

別表第２桂坂さつき東地区の項の次に次の１項を加える。 

桂坂第２４

地区 

建築物の用途の制

限 

建築することができる建築物 

  １戸建て専用住宅 

  診療所 

  巡査派出所等 

  集会所 

  前各号の建築物に付属するもの（令第１３０条

の５に規定するものを除く。） 

   建築物の敷地面積

の最低限度 

１５０平方メートル 

 

   壁面の位置の制限  敷地境界線までの距離の最低限度 道路の境界線



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 にあっては１．５メートル，隣地境界線にあっては

１．２メートル。ただし，次に掲げるものについて

は，この限りでない。 

  地階で地盤面上１メートル以下にある部分 

  自動車車庫の用途に供する建築物又はその部

分で，地盤面からの高さが３メートル以下であ

り，かつ，外壁を有しないもの 

  敷地境界線までの距離の最低限度に満たない

距離にある１若しくは２以上の建築物又はその

部分で，次のいずれにも該当するもの 

ア 物置の用途に供するものであること。 

イ 地盤面からの高さが３メートル以下である

こと。 

ウ 床面積の合計が５平方メートル以内である

こと。 

附 則 

 この条例は，公布の日から施行する。 

（都市計画局建築指導部建築指導課） 


